
まえがき＝阪神・淡路大震災での経験から，鉄骨造建築
物の耐震性を向上させるために，柱梁接合部の機械的性
質確保が求められてきた。柱梁接合部の機械的性質は溶
接金属の性質に依存する割合が極めて高く，鋼板や溶接
材寮 バ舞 者 ･ パス間温度の管理範囲の目安が具
体的に示された（表1参照）。この区分は建築基準法の告
示・公布に伴う工場認定制度においても引用され，鉄骨
製作工場における入熱・パス間温度管理が徹底されるこ
ととなった。
　

当社では，JIS改訂以前より540MPa級ワイヤ（YGW18）
MG-55 を生産販売してきたが1），最近その改良タイプを
商品化した。このワイヤは従来のMG-55 よりも溶接金
属の強度を高めるとともに，靭性及び低温割れ感受性は
490MPa 級ワイヤと同等レベルとしている。
　本稿では，この改良型MG-55（以下，MG-55（改））を
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